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はじめに

この度は、ＩＬＢ－６４４８をお求めいただき誠にありがとうございます。

本取扱説明書はＩＬＢ－６４４８の構成、仕様、性能、使用方法等について記載されたものです。

ＩＬＢ－６４４８を十分にご理解していただくためにも、最後までお読みいただくことをお奨め致します。

ＩＬＢ－６４４８は、欧州ＲｏＨＳ指令準拠品です。

適合につきましては、電気電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限に関するＥＵ指令（２００２／９５／Ｅ

Ｃ）に基づきます。

閾値は下記に示します。

ＲｏＨＳ規制６物質の最大許容濃度は下記のとおりです。（規制対象外部品除く）

規制物質 最大許容濃度

カドミウム １００ｐｐｍ以下

鉛 １０００ｐｐｍ以下

水銀 １０００ｐｐｍ以下

六価クロム １０００ｐｐｍ以下

ポリ臭化ビフェニール（ＰＢＢ） １０００ｐｐｍ以下

ポリ臭化ジフェニールエーテール（ＰＢＤＥ） １０００ｐｐｍ以下

最大許容濃度は均質材料あたりの重量比です。

以降、ＩＬＢ－６４４８は、を説明上本器とします。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ご注意

本書の一部又は全部を無断で複写、複製することは禁止されています。

本書の内容は予告なく変更されることがあります。

本製品を使用したことによるいかなる損害等の発生について（株）インテグラル電子は一切責任を負い

ません。

本書の著作権は（株）インテグラル電子が所有します。

本書に記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

品質水準

本製品は、コンピュータ、ＯＡ機器、通信機器、測定機器、工作機械、産業用ロボット、ＡＶ機器等

の一般電子機器に使用されることを意図しています。

輸送機器（列車、自動車、船舶等）の安全性に関わるユニット、交通信号機器、防災／防犯装置、

各種安全装置、生命維持を直接の目的としない医療機器などにご使用をお考えの際は、事前に弊社

営業窓口までにご連絡お願いします。用途によってはご使用できない場合があります。

宇宙機器、航空機用機器、海底中継機器、原子力発電制御機器、軍事・防衛機器、人命に直接関わる

医療機器等の非常に高い信頼性が要求される用途には、ご使用しないでください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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１．開梱

本器は、下記に示す構成品を一式として出荷しております。

まずは開梱後、すべての品が揃っていることをお確かめください。

万一、不足品や不具合等がございましたら、当社営業部までご連絡下さい。

ＩＬＢ－６４４８本体 １台

電源用ハーネス １本

Ｌ＝３００ｍｍ

バックライト用ハーネス １本

Ｌ＝３００ｍｍ

通信用ハーネス １本

Ｌ＝３００ｍｍ

保証書 １枚

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ご注意

保証書は大切に保管して下さい。保証サービスを受ける場合、保証書を提示していただく場合があります。

本製品に取扱説明書は付属されませんので、弊社ホームページ（http://www.intgrl.co.jp）よりダウンロード

してください。

保証書は、発注ロットに対して各１枚です。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



５．主要部分の説明

制御基板背面図

CN1（電源コネクタ）
CN2（Ｉ／Ｆコネクタ）

CN3（ＣＦコネクタ）

－１．電源コネクタ／ＣＮ１・・・Ｓ２Ｂ－ＰＨ－ＳＭ４－ＴＢ（ＳＮ）（ＬＦ）：ＪＳＴ

ピン番号 信号名 Ｉ／Ｏ 説明

１ ＶＤＤ 電源 液晶及び制御基板の電源です。ＤＣ＋５Ｖ

２ ＧＮＤ 電源 ＤＣ＋５Ｖの０Ｖ及び信号ＧＮＤです。

ＧＮＤとＦＧは接続されています。

※極性及び電圧を間違えて電源を投入してしまいますと、表示器全体が破損しますので、

接続にご注意してください。

※電源（ＡＣ－ＤＣ）は、突入電流があるため仕様の２倍以上の電流容量の物を推奨します。

※電源に過電流保護回路が無い場合、４．０Ａ以上の電源容量を推奨します。

・付属ハーネス

300mm

ＰＨＲ－２

線材・・・ＵＬ１００７ ＡＷＧ＃２４
線色・・・１ｐｉｎ 赤

２ｐｉｎ 黒



－２．Ｉ／Ｆコネクタ／ＣＮ２・・・Ｓ１５Ｂ－ＰＨ－ＳＭ４－ＴＢ（ＳＮ）（ＬＦ）：ＪＳＴ

ピン番号 信号名 Ｉ／Ｏ 説明

１ ＧＮＤ 電源 ＤＣ＋５Ｖの０Ｖ及び信号ＧＮＤです。

ホストとのＧＮＤ接続に使用します。

２ ／ＳＴＢ Ｉ パラレルＩ／Ｆのストローブ信号及びシリアルＩ

／Ｆのボーレート選択

３ ＰＤ０ Ｉ パラレルＩ／ＦのＤ０

４ ＰＤ１ Ｉ パラレルＩ／ＦのＤ１

５ ＰＤ２ Ｉ パラレルＩ／ＦのＤ２

６ ＰＤ３ Ｉ パラレルＩ／ＦのＤ３

７ ＰＤ４ Ｉ パラレルＩ／ＦのＤ４

８ ＰＤ５ Ｉ パラレルＩ／ＦのＤ５

９ ＰＤ６ Ｉ パラレルＩ／ＦのＤ６

１０ ＰＤ７ Ｉ パラレルＩ／ＦのＤ７

１１ ＢＵＳＹ Ｏ パラレルＩ／ＦのＢＵＳＹ信号

１２ ＲＸＤ Ｉ シリアルＩ／Ｆの受信データ

１３ ＴＸＤ Ｏ シリアルＩ／Ｆの送信データ

１４ ＲＴＳ Ｏ シリアルＩ／Ｆの送信要求

１５ ／ＭＲ Ｉ 外部リセット入力（－４．外部リセット端子参照）

※パラレルＩ／Ｆの信号レベル Ｈレベル：０．８×ＶＤＤ（ｍｉｎ．）、

Ｌレベル：０．１５×ＶＤＤ（ｍａｘ．）

※シリアルＩ／Ｆの信号レベル ＲＳ２３２Ｃ準拠

※２ｐｉｎ～１０ｐｉｎは１０ＫΩ抵抗でｐｕｌｌｕｐされています。

※シリアルＩ／Ｆのボーレート（２ｐｉｎ） オープン：９６００ｂｐｓ

ＧＮＤ接続：１９２００ｂｐｓ

・付属ハーネス
PHR-15

３００ｍｍ

2

15

線材・・・ＵＬ１００７ ＡＷＧ＃２８

白

1 黒

－３．ＣＦカードコネクタ／ＣＮ３・・・３１ ５６１０ ０５０ ２１０ ８３１＋：京セラエルコ

オプションのＣＦカードを挿入するコネクタです。

挿抜は、必ず電源ＯＦＦ時に行なってください。ＣＦカード及び本表示器が破損する恐れが

あります。

ＣＦカード挿入の際は、ＣＦカードの表ラベル側が見えるようにし、カードコネクタのガイ

ドに沿って入れてください。むりに入れますとコネクタピン及びＣＦカードが破損します。



－４．外部リセット端子

ＣＮ２の１５ｐｉｎに “Ｌ”パルスを与えますと内部回路をリセットし、パワーオンの

状態になります。

接点出力、オープンコレクタ等での制御も可能です。

パルス幅は、ｍｉｎ．１ｍＳ必要です。

１０ＫΩでＶＤＤにｐｕｌｌｕｐされています。

信号レベルは、ＶＩＬ＝０．４Ｖです。

外部リセットをかけなくてもパワーオン時、内部リセットは発生しますので、

通常必要は、ありません。

－５．バックライトドライバー

接続及び制御方法は、ＬＥＤ駆動基板のデータシートを参照してください。

ファイル名：inv_104pw03f_j.pdf

※ 電源容量は、突入電流がありますので２．０Ａ以上を推奨します。

また、電源に過電流保護回路が無い場合は、５．０Ａ以上を推奨します。

・付属ハーネス

300

51021-0800（モレックス）

線材：ＵＬ－１０６１ ＡＷＧ＃２８

線色： １、２ｐｉｎ・・・橙
３、４ｐｉｎ・・・灰

５ｐｉｎ・・・黄
６ｐｉｎ・・・白
７ｐｉｎ・・・青
８ｐｉｎ・・・緑



７．メモリー構成

本器のメモリー構成を下図に示します。

ページ５

ページ１
ページ０

ＶＲＡＭ

ＬＣＤ表示器

ＬＣＤ画面は、ＶＲＡＭ（ビデオメ
モリー）に描画されたデータを表
示します。
ＶＲＡＭは標準で６ページ装備

しており、１ページでＬＣＤ画面１
枚分を表示します。
文字入力、グラフィック描画コ

マンドはＶＲＡＭを書き換えること
でＬＣＤ表示しています。（文字と
グラフィックは共通のメモリーを
使用しています）

１６Mビット
ＦＰＲＯＭ０

ページ０
画像ファイル

ＣＦカード

ＣＦカードに記憶した画像ファイルをＶＲＡＭに転送することにより、ＬＣＤ表示されます。

また、必要によりＶＲＡＭのページを画像ファイルへバックアップすることも可能です。



表示色

Ｂ

Ｒ

Ｍ

Ｇ

Ｃ

Ｙ

Ｗ

青

赤

紫

緑

青緑

黄

白

色パラメ
ータ

  ８．コマンドの説明

       各コマンドを実行する前に下記項目にご注意ください。

       ☆．各コマンドは基本的にＡＳＣＩＩ文字（１バイト半角文字）を意味しますが、［］（かぎかっこ）内のコードは１バイトのバイ
            ナリーデータを示します。

       ☆．各コマンド末尾にはデリミタとして、ＣＲ（［０Ｄ］）またはＣＲ＋ＬＦ（［０Ｄ］［０Ａ］）が必要です。

       ☆．文字入力（ＡＮＫ、半角、全角、４倍角）のコマンドラインは、一度に入力する文字数を画面１行以内に制限してくだ
            さい。

       ☆．コマンドライン上で指定された”’”（シングルクォーテーション）や”，”（カンマ）を省略したり、コマンドラインの命令に
誤りがある場合、コマンドが無視されるか誤った表示をすることがあります。

       ☆．表示画面は各文字（ＡＮＫ、半角、全角、４倍角）とグラフィックで固有の座標系がありますのでご注意ください。

       ☆．文字入力コマンド及びグラフィック系コマンドの＜色パラメータ＞は、７色のみ有効です。
 ＜色パラメータ＞が無い場合、ベース色で描画します。

       ☆．電源投入時、内部回路初期化のため約０．４秒間表示できません。

     －１．制御コマンド

           －１．７色指定コマンド
ＣＬ＜色パラメータ＞［０Ｄ］

           －２．１６色指定コマンド
ＣＨ＜色パラメータ＞［０Ｄ］ 表示色

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

黒

青

赤

紫

緑

水色

黄色

白

灰色

暗い青

暗い赤

暗い紫

暗い緑

暗い水色

暗い黄色

暗い白

色パラメ
ータ

  描画するベース色を指定します。 
  文字、グラフィックの表示色を固定７色から指定し
ます。
   ＜色パラメータ＞と表示色の関係を右表に示しま
す。
  パワーオン後は白に設定されています。
 例．
ＣＬＲ［０Ｄ］ →赤を指定色とします。

  描画するベース色を指定します。 
  文字、グラフィックの表示色を固定１６色から指定し
ます。
   ＜色パラメータ＞と表示色の関係を右表に示しま
す。
  パワーオン後は白に設定されています。
 例．
ＣＨ１［０Ｄ］ →青を指定色とします。



          －３．２５６色指定コマンド
ＣＳ＜１６進数ＡＳＣＩＩ文字＞＜１６進数ＡＳＣＩＩ文字＞［０Ｄ］

    描画するベース色を指定します。
    ＜１６進数ＡＳＣＩＩ文字＞は０～９，Ａ～Ｆの１６進数をＡＳＣＩＩ文字で示します。
    ＡＳＣＩＩ文字２文字は色コードとして認識され、ダイレクトに２５６色を指定することが可能です。
    パワーオン後は白で設定されています。
    下図に１６進数ＡＳＣＩＩ文字（色コード）と表示色の関係を示します。

Ｒ2 Ｇ2 Ｂ2Ｒ1 Ｇ1 Ｂ1Ｒ0 Ｇ0

    例．
ＣＳＢ４［０Ｄ］ →暗い黄色を指定色とします。

赤８階調    ２進数表記 色の明るさ

レベル７    １１１ 明るい

レベル６    １１０

レベル５    １０１

レベル４    １００

レベル３    ０１１

レベル２    ０１０

レベル１    ００１

レベル０    ０００ 暗い

緑８階調    ２進数表記 色の明るさ

レベル７    １１１ 明るい

レベル６    １１０

レベル５    １０１

レベル４    １００

レベル３    ０１１

レベル２    ０１０

レベル１    ００１

レベル０    ０００ 暗い

青４階調    ２進数表記 色の明るさ

レベル３    １１ 明るい

レベル０    ００ 暗い

赤 緑 青

１６進数のＡＳＣＩＩ文字で表します。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ご注意

ＣＳコマンドは光の３原色（赤、緑、青）を個別にレベル指定することで、２５６色表示を可能とします。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

黒

青赤
紫

水色
白

黄

緑

光の３原色

レベル２    １０

レベル１    ０１



          －４．表示ページ指定コマンド
   ＤＳ＜ページ番号＞ ［０Ｄ］

          ＬＣＤ画面に表示するＶＲＡＭのページを指定します。
      ＶＲＡＭは４ページ搭載されていますので、＜ページ番号＞には０～５を指定します。
      パワーオン後はページ０が表示されます。
      例．
ＤＳ２［０Ｄ］ →ＶＲＡＭのページ２を表示します。

          －５．描画ページ指定コマンド
ＰＳ＜ページ番号＞［０Ｄ］

      文字入力、グラフィックを描画するＶＲＡＭのページを指定します。
      また、文字、グラフィックのポインターを（０，０）に初期化します。
      ＶＲＡＭは４ページ搭載されていますので、＜ページ番号＞には０～５を指定します。
      表示ページと描画ページは同じである必要はなく個別に設定可能です。
      これにより、非表示ページを描画ページに設定することで、画面の裏書きが可能です。
      パワーオン後はページ０が設定されます。
      例．
ＰＳ１［０Ｄ］ →ＶＲＡＭのページ１を描画ページとします。

          －６．描画ページ消去コマンド
ＥＲ［０Ｄ］

          ＰＳコマンドで設定されているＶＲＡＭの描画ページ内容を全て消去します。
          同時に文字、グラフィックのポインターを（０，０）に初期化します。

          ※１２．部分的な消去は項目８－３－４．ボックス描画コマンドをご使用ください。

          －７．ポインターホームコマンド
ＨＨ［０Ｄ］

          文字、グラフィックのポインターを（０，０）に初期化します。
          パワーオン後はすべてのポインターが（０，０）に初期化されます。

          －８．文字リバースコマンド
ＲＶ［０Ｄ］

          ＲＶコマンド後の文字入力コマンドは、すべてリバース表示されます。

          －９．文字リバースキャンセルコマンド
ＲＣ［０Ｄ］

          ＲＶコマンドをキャンセルします。
          パワーオン後、ＲＶコマンドはキャンセルされています。



Ａ
文字外形ごと更新表示されます。
文字外形内の文字以外の部分は黒で更新表示されます。

Ａ
文字そのものだけが上書き表示されます。

文字上書き表示

      －１１．文字上書きキャンセルコマンド
    ＭＣ［０Ｄ］

          ＭＳコマンドをキャンセルします。
          パワーオン後、ＭＳコマンドはキャンセルされています。

      －１０．文字上書きコマンド
    ＭＳ［０Ｄ］

          ＭＳコマンド後の文字入力コマンドは、輪郭に沿った文字自体が書き換わります。（下地のデータは残ります）
          例．
          ノーマル表示



     －２．文字入力コマンド

           －１．全角漢字入力コマンド
    ＫＷ’＜ＪＩＳ漢字コード＞・・・＜ＪＩＳ漢字コード＞’，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

          ＪＩＳ第１＆第２水準の漢字を１６×１６ドット文字（全角）で入力します。
          ＜ＪＩＳ漢字コード＞には目的の漢字に対応するＪＩＳコード（数字４桁）を入力します。
      例．
ＫＷ’３１５５３Ｅ３Ｄ’［０Ｄ］→全角漢字の”液晶”という文字をベース色で描画します。
ＫＷ’３１５５３Ｅ３Ｄ’，Ｇ［０Ｄ］→全角漢字の”液晶”という文字を緑色で描画します。

           －２．全角漢字ポインター移動コマンド
    ＫＰ＜Ｘ座標値＞，＜Ｙ座標値＞［０Ｄ］

          ＫＰコマンドは全角漢字の入力座標を設定します。   
          下図に全角漢字座標を示します。

          全角漢字のＸ座標は０～３９、Ｙ座標は０～２９の範囲となります。
          ＜Ｘ座標値＞、＜Ｙ座標値＞は、目的の座標を数値で指定します。
          パワーオン後は（０，０）に設定されます。
      例．
ＫＰ１０，１０［０Ｄ］ →全角漢字ポインターを全角漢字座標の（１０，１０）に移動します。

           －３．全角漢字ラインフィードコマンド
    ＫＦ［０Ｄ］

          現在の全角漢字ポインターのＹ座標値に１を加算します。
          Ｙ座標値が２９のときは０に戻ります。

           －４．全角漢字キャリッジリターンコマンド
    ＫＲ［０Ｄ］

          現在の全角漢字ポインターのＸ座標値を０にします。

（０，０） （３９，０）

（３９，２９）（０，２９）

全角漢字



           －５．４倍角漢字入力コマンド
    ＯＷ’＜ＪＩＳ漢字コード＞・・・＜ＪＩＳ漢字コード＞’，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

          ＪＩＳ第１＆第２水準の漢字を３２×３２ドット文字（４倍角）で入力します。
          ＜ＪＩＳ漢字コード＞には目的の漢字に対応するＪＩＳコード（数字４桁）を入力します。
      例．
ＯＷ’３１５５３Ｅ３Ｄ’［０Ｄ］     →４倍角漢字の”液晶”という文字をベース色で描画します。
ＯＷ’３１５５３Ｅ３Ｄ’，Ｒ［０Ｄ］→４倍角漢字の”液晶”という文字を赤色で描画します。

           －６．４倍角漢字ポインター移動コマンド
    ＯＰ＜Ｘ座標値＞，＜Ｙ座標値＞［０Ｄ］

          ＯＰコマンドは４倍角漢字の入力座標を設定します。
          下図に４倍角漢字座標を示します。

          ４倍角漢字のＸ座標は０～１９、Ｙ座標は０～１４の範囲となります。
          ＜Ｘ座標値＞、＜Ｙ座標値＞は、目的の座標を数値で指定します。
          パワーオン後は（０，０）に設定されます。
       例．

ＯＰ５，５［０Ｄ］ →４倍角漢字ポインターを４倍角漢字座標の（５，５）に移動します。

           －７．４倍角漢字ラインフィードコマンド
    ＯＦ［０Ｄ］

          現在の４倍角漢字ポインターのＹ座標値に１を加算します。
          Ｙ座標値が１４のときは０に戻ります。

           －８．４倍角漢字キャリッジリターンコマンド
    ＯＲ［０Ｄ］

          現在の４倍角漢字ポインターのＸ座標値を０にします。

（０，０） （１９，０）

（１９，１４）（０，１４）

4倍角漢字



           －９．半角文字入力コマンド
    ＨＷ’＜ＡＳＣＩＩ文字＞・・・＜ＡＳＣＩＩ文字＞’，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

          ＡＳＣＩＩ文字を８×１６ドット文字（半角）で入力します。
      例．
ＨＷ’ＡＢＣＤ’［０Ｄ］ →半角文字の”ＡＢＣＤ”という文字をベース色で描画します。
ＨＷ’ＡＢＣＤ’，Ｂ［０Ｄ］ →半角文字の”ＡＢＣＤ”という文字を青色で描画します。

        －１０．半角文字ポインター移動コマンド
    ＨＰ＜Ｘ座標値＞，＜Ｙ座標値＞［０Ｄ］

          ＨＰコマンドは半角文字の入力座標を設定します。 
          下図に半角文字座標を示します。

          半角文字のＸ座標は０～７９、Ｙ座標は０～２９の範囲となります。
          ＜Ｘ座標値＞、＜Ｙ座標値＞は、目的の座標を数値で指定します。
          パワーオン後は（０，０）に設定されます。
         例．

ＨＰ２０，１０［０Ｄ］ →半角文字ポインターを半角文字座標の（２０，１０）に移動します。

        －１１．半角文字ラインフィードコマンド
    ＨＦ［０Ｄ］

          現在の半角文字ポインターのＹ座標値に１を加算します。
          Ｙ座標値が２９のときは０に戻ります。

        －１２．半角文字キャリッジリターンコマンド
    ＨＲ［０Ｄ］

          現在の半角文字ポインターのＸ座標値を０にします。

（０，０） （７９，０）

（７９，２９）（０，２９）

ABCDEFG



        －１３．ＡＮＫ文字入力コマンド
    ＣＷ’＜ＡＳＣＩＩ文字＞・・・＜ＡＳＣＩＩ文字＞’，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

          ＡＳＣＩＩ文字を８×８ドット文字（ＡＮＫ）で入力します。
      例．
ＣＷ’ＡＢＣＤ’［０Ｄ］ →ＡＮＫ文字の”ＡＢＣＤ”という文字をベース色で描画します。
ＣＷ’ＡＢＣＤ’，Ｙ［０Ｄ］ →ＡＮＫ文字の”ＡＢＣＤ”という文字を黄色で描画します。

        －１４．ＡＮＫ文字ポインター移動コマンド
    ＣＰ＜Ｘ座標値＞，＜Ｙ座標値＞［０Ｄ］

          ＣＰコマンドはＡＮＫ文字の入力座標を設定します。 
          下図にＡＮＫ座標を示します。

          ＡＮＫ文字のＸ座標は０～７９、Ｙ座標は０～５９の範囲となります。
          ＜Ｘ座標値＞、＜Ｙ座標値＞は、目的の座標を数値で指定します。
          パワーオン後は（０，０）に設定されます。
         例．

ＣＰ３０，２０［０Ｄ］ →ＡＮＫ文字ポインターをＡＮＫ文字座標の（３０，２０）に移動します。

        －１５．ＡＮＫ文字ラインフィードコマンド
    ＣＦ［０Ｄ］

          現在のＡＮＫ文字ポインターのＹ座標値に１を加算します。
          Ｙ座標値が５９のときは０に戻ります。

        －１６．ＡＮＫ文字キャリッジリターンコマンド
    ＣＲ［０Ｄ］

          現在のＡＮＫ文字ポインターのＸ座標値を０にします。

（０，０） （７９，０）

（７９，５９）（０，５９）

ABCDEFG



     －３．グラフィック系コマンド

            下図にグラフィック系の描画座標を示します。
            グラフィック系のＸ座標は０～６３９、Ｙ座標は０～４７９の範囲となります。各グラフィック系コマンドはすべて下図の
            座標を使用します。

          －１．グラフィックポインターの描画、移動コマンド

      グラフィックポインターはグラフィック系コマンドで描画される図形等の原点です。

     －１．絶対座標指定
    ＰＡ＜Ｘ座標値＞，＜Ｙ座標値＞，＜描画モード＞，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  グラフィックポインターを絶対座標で指定します。
                  ＜Ｘ座標値＞、＜Ｙ座標値＞は、目的の座標値を指定します。
                  ＜描画モード＞は

  ０（描画なし）
  １（ドットを描画）

                  のどちらかを指定します。                                      
                 パワーオン後は（０，０）に設定されます。
             例．

ＰＡ１００，１００，０［０Ｄ］ →グラフィックポインターをグラフィック系座標の（１００，１００）
   に移動し、ドットは描画しません。

ＰＡ１００，１００，１，Ｍ［０Ｄ］ →グラフィックポインターをグラフィック系座標の（１００，１００）
   に移動し、ドットは紫色で描画します。

ＰＡ１００，１００，１［０Ｄ］ →グラフィックポインターをグラフィック系座標の（１００，１００）
   に移動し、ドットはベース色で描画します。

     －２．相対座標指定
    ＰＲ＜Ｘ相対値＞，＜Ｙ相対値＞，＜描画モード＞，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  グラフィックポインターを現在位置からの相対移動値で指定します。
                  ＜Ｘ相対値＞、＜Ｙ相対値＞に、目的の座標までの相対移動値を指定します。マイナス方向の指定も可
                  能です。
                  ＜描画モード＞は

  ０（描画なし）
  １（ドットを描画）

                  のどちらかを指定します。                                      
             例．

ＰＲ－２００，－２００，１［０Ｄ］ →グラフィックポインターの現在位置が（３００，２５０）である場
    合、グラフィック系座標の（１００，５０）に移動し、ドットをベ
    ース色で描画します。

（０，０） （６３９，０）

（６３９，４７９）（０，４７９）



          －２．ライン描画コマンド

     －１．絶対座標指定
    ＬＡ＜始点Ｘ座標値＞，＜始点Ｙ座標値＞，

＜終点Ｘ座標値＞，＜終点Ｙ座標値＞，＜描画モード＞，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  （＜始点Ｘ座標値＞，＜始点Ｙ座標値＞）－（＜終点Ｘ座標値＞，＜終点Ｙ座標値＞）間を絶対座標指定で
                  ライン状に処理します。
                  ＜描画モード＞は

  ０（消去）
  １（描画）

                  のどちらかを指定します。
                        ライン処理後、グラフィックポインターは終点ＸＹ座標値となります。
                        例．

ＬＡ２０，２０，９０，９０，０［０Ｄ］ →グラフィック系座標の（２０，２０）－（９０，９０）間をラインで消
   去します。

     －２．相対座標指定
    ＬＲ＜Ｘ相対値＞，＜Ｙ相対値＞，＜描画モード＞，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  現在のグラフィックポインターから相対移動値までをライン状に処理します。
                  ＜Ｘ相対値＞、＜Ｙ相対値＞に、目的の座標までの相対移動値を指定します。マイナス方向の指定も可
                  能です。
                  ＜描画モード＞は

  ０（消去）
  １（描画）

                  のどちらかを指定します。
                        ライン処理後、グラフィックポインターは終点ＸＹ座標値となります。
                        例．

ＬＲ２０，－３０，１［０Ｄ］ →グラフィックポインターの現在位置が（５０，５０）である場合、グラフ
    ィック系座標の（５０，５０）－（７０，２０）間のラインをベース色で描画
    します。

          －３．サークル描画コマンド

     －１．絶対座標指定
    ＲＡ＜Ｘ座標値＞，＜Ｙ座標値＞，＜半径値＞，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  ＜Ｘ座標値＞、＜Ｙ座標値＞でサークルの中心を絶対座標指定し、＜半径値＞の半径でサークルを描画
                  します。
                        サークル描画後、グラフィックポインターは中心座標値となります。
                        例．

ＲＡ５０，５０，３０，Ｃ［０Ｄ］→中心をグラフィック系座標の（５０，５０）とし、半径３０のサークルを青
    緑色で描画します。

     －２．相対座標指定
    ＲＲ＜半径値＞，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  サークルの中心を現在のグラフィックポインターとし、＜半径値＞の半径でサークルを描画します。 
                        サークル描画後、グラフィックポインターは中心座標値のままです。
                        例．

ＲＲ３０［０Ｄ］ →グラフィックポインターの現在位置を中心とし、半径３０のサークルをベース色
   で描画します。



          －４．ボックス描画コマンド

     －１．絶対座標指定
    ＴＡ＜始点Ｘ座標値＞，＜始点Ｙ座標値＞，

＜終点Ｘ座標値＞，＜終点Ｙ座標値＞，＜描画モード＞，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  （＜始点Ｘ座標値＞，＜始点Ｙ座標値＞）－（＜終点Ｘ座標値＞，＜終点Ｙ座標値＞）間を絶対座標指定に
                  よりボックス型に処理します。
                  ＜描画モード＞は

  ０（ボックス輪郭描画）
  １（ボックス塗り潰し描画）
  ２（ボックス消去）

                  のどれかを指定します。
                  ボックス処理後、グラフィックポインターは終点ＸＹ座標値となります。
             例．

ＴＡ２０，２０，９０，９０，０［０Ｄ］ →グラフィック系座標の（２０，２０）－（９０，９０）間をベース色
   でボックス輪郭描画します。

     －２．相対座標指定
    ＴＲ＜Ｘ相対値＞，＜Ｙ相対値＞，＜描画モード＞，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  現在のグラフィックポインターから相対移動値までをボックス型に処理します。
                  ＜Ｘ相対値＞、＜Ｙ相対値＞に、目的の座標までの相対移動値を指定します。マイナス方向の指定も可
                  能です。
                  ＜描画モード＞は

  ０（ボックス輪郭描画）
  １（ボックス塗り潰し描画）
  ２（ボックス消去）

                  のどれかを指定します。        
                  ボックス処理後、グラフィックポインターは終点ＸＹ座標値となります。
                        例．

ＴＲ２０，－３０，１，Ｗ［０Ｄ］ →グラフィックポインターの現在位置が（５０，５０）である場合、
   グラフィック系座標の（５０，５０）－（７０，２０）間を白色でボ
   ックス塗り潰し描画します。

          －５．１６×１６ドットビットパターン描画コマンド
    ＧＩ［ＨＥＸコード１］［ＨＥＸコード２］・・・・・・［ＨＥＸコード３２］，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  ［ＨＥＸコードｎ］は１バイト（８ドット）のパターン情報を示すバイナリーデータです。
                  ３２バイトのＨＥＸコードで１６×１６ドットのビットパターンを構成します。
                  下図に［ＨＥＸコードｎ］と１６×１６ドットビットパターンの関係を示します。
             

ＨＥＸコード１＝Ａ５（１６進数）

ＨＥＸコード１ ＨＥＸコード２

１ ０ １ ０ ０ １ ０ １

ＨＥＸコード３ ＨＥＸコード４

ＨＥＸコード２９ ＨＥＸコード３０

ＨＥＸコード３１ ＨＥＸコード３２

１６ドット

ＭＳＢ ＬＳＢ

１６ドット



                  ビットパターンは画面に上書き描画されます。”０”のデータは画面に変更を与えず、”１”のデータのみドッ
                  トを描画します。
                  現在のグラフィックポインターを［ＨＥＸコード１］のＭＳＢの位置として描画します。
                  ＧＩコマンド後、グラフィックポインターは前のＸグラフィックポインターにピッチ数（項目８－３－９．ピッチコ
                  マンドをご参照ください）を加算した値となります。これによりＧＩコマンドを続けて送信することで、１６×１
                ６ドットビットパターンをＸ方向にピッチ数間隔で連続して描画することが可能です。
                  但し、Ｘ、Ｙ方向にビットパターンの全体が表示できる１６ドットの空き領域が存在しない場合、ＧＩコマンドは
                  キャンセルされます。

          －６．３２×３２ドットビットパターン描画コマンド
    ＤＩ［ＨＥＸコード１］［ＨＥＸコード２］・・・・・・［ＨＥＸコード１２８］，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

                  ［ＨＥＸコードｎ］は１バイト（８ドット）のパターン情報を示すバイナリーデータです。
                  １２８バイトのＨＥＸコードで３２×３２ドットのビットパターンを構成します。
                  下図に［ＨＥＸコードｎ］と３２×３２ドットビットパターンの関係を示します。
             

ＨＥＸコード１＝Ａ５（１６進数）

                  ビットパターンは画面に上書き描画されます。”０”のデータは画面に変更を与えず、”１”のデータのみドッ
                  トを描画します。
                  現在のグラフィックポインターを［ＨＥＸコード１］のＭＳＢの位置として描画します。
                  ＤＩコマンド後、グラフィックポインターは前のＸグラフィックポインターにピッチ数を加算した値となります。
                  これによりＤＩコマンドを続けて送信することで、３２×３２ドットビットパターンをＸ方向にピッチ数間隔で連
                  続して描画することが可能です。
                        但し、Ｘ、Ｙ方向にビットパターンの全体が表示できる３２ドットの空き領域が存在しない場合、ＤＩコマンドは
                  キャンセルされます。

ＨＥＸコード１ ＨＥＸコード２

１ ０ １ ０ ０ １ ０ １

ＨＥＸコード５ ＨＥＸコード６

ＭＳＢ ＬＳＢ

ＨＥＸコード３ ＨＥＸコード４

ＨＥＸコード７ ＨＥＸコード８

ＨＥＸコード１２８ＨＥＸコード１２６ＨＥＸコード１２５

ＨＥＸコード１２４ＨＥＸコード１２３ＨＥＸコード１２２

ＨＥＸコード１２７

ＨＥＸコード１２１

３２ドット

３２ドット



         －７．ドット単位全角漢字入力コマンド
    ＧＫ’＜ＪＩＳ漢字コード＞・・・＜ＪＩＳ漢字コード＞’，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

          ＪＩＳ第１＆第２水準の漢字を１６×１６ドット文字（全角）で入力します。
          ＜ＪＩＳ漢字コード＞には目的の漢字に対応するＪＩＳコード（数字４桁）を指定します。
          表示位置はグラフィックポインターによってドット単位指定が可能です。
          下図にグラフィックポインターと全角漢字の位置関係を示します。

漢
         ＧＫコマンド後、グラフィックポインターは前のＸグラフィックポインターにピッチ数を加算した値となります。これ
         によりＧＫコマンドを続けて送信することで、全角漢字をＸ方向にピッチ数間隔で連続して入力することが可能
         です。
         但し、Ｘ、Ｙ方向にビットパターンの全体が表示できる１６ドットの空き領域が存在しない場合、ＧＫコマンドは
         キャンセルされます。
       例．

ＧＫ’３１５５３Ｅ３Ｄ’，Ｒ［０Ｄ］ →グラフィックポインターの現在位置に全角漢字の”液晶”という文字を
   赤色で描画します。

グラフィックポインター

         －８．ドット単位４倍角漢字入力コマンド
    ＤＫ’＜ＪＩＳ漢字コード＞・・・＜ＪＩＳ漢字コード＞’，＜色パラメータ＞［０Ｄ］

          ＪＩＳ第１＆第２水準の漢字を３２×３２ドット文字（４倍角）で入力します。
          ＜ＪＩＳ漢字コード＞には目的の漢字に対応するＪＩＳコード（数字４桁）を設定します。
          表示位置はグラフィックポインターによってドット単位指定が可能です。
          下図にグラフィックポインターと４倍角漢字の位置関係を示します。

字
         ＤＫコマンド後、グラフィックポインターは前のＸグラフィックポインターにピッチ数を加算した値となります。これ
         によりＤＫコマンドを続けて送信することで、４倍角漢字をＸ方向にピッチ数間隔で連続して入力することが可
         能です。
         但し、Ｘ、Ｙ方向にビットパターンの全体が表示できる３２ドットの空き領域が存在しない場合、ＤＫコマンドは
         キャンセルされます。
       例．

ＤＫ’３１５５３Ｅ３Ｄ’［０Ｄ］ →グラフィックポインターの現在位置に４倍角漢字の”液晶”
    いう文字をベース色で描画します。

         －９．ピッチコマンド
    ＳＰ＜ピッチ数＞［０Ｄ］

          ＧＫ、ＤＫ、ＧＩ、ＤＩコマンドで入力されるデータのＸ方向の間隔をドット単位で指定します。
          ＜ピッチ数＞には１～９９の値が設定可能です。
          パワーオン後は１６が設定されます。
       例．

ＳＰ３２［０Ｄ］ →ピッチを３２ドットに設定します。

グラフィックポインター



     －４．ＶＲＡＭ間画像転送コマンド

         －１．矩形の大きさ指定コマンド
    ＢＡ＜Ｘ幅＞，＜Ｙ高＞［０Ｄ］

          転送する画像データの矩形の大きさを指定します。
         ＜Ｘ幅＞には矩形横幅をドット数１～６４０を指定します。
                 ＜Ｙ高＞には矩形高さをドット数１～４８０を指定します。
         ＢＳコマンド及びＢＤコマンドを送る前に指定してください。また、同じ大きさの画像データを送る場合
　　一度の指定すれば、この内容は変わりませので、ＢＳコマンド及びＢＤコマンドを送るだけで画像転送します。

         パワーオン後は不定です。
         例．

ＢＡ１２，１００［０Ｄ］ →矩形の大きさを幅１２ドット、高さ１００ドットに設定します。

         －２．転送元座標値指定コマンド
    ＢＳ＜Ｘ座標値＞，＜Ｙ座標値＞，＜ＶＲＡＭページ番号＞，＜モード＞［０Ｄ］

          転送する画像データの矩形の始点を指定します。矩形の左上の位置が始点になります。
          Ｘ座標及びＹ座標ともグラフィック系の座標と同様です。
      ＜ＶＲＡＭページ＞には、転送する画像があるページを０～５を指定します。
　　 ＜モード＞には、１と２が転送、０が指定のみです。
　　　ＢＡコマンド及びＢＤコマンドを指定されていれば、違う画像をこのコマンドを送信することにより、同じ位置に
　　　表示できます。
　　　パワーオン後は不定です。
　　　例．
ＢＳ１００，２５０，０，０［０Ｄ］ →ＶＲＡＭページ０のＸ座標１００、Ｙ座標２５０に転送元の座標値を

　　指定します。
ＢＳ１００，２５０，０，１［０Ｄ］ →ＶＲＡＭページ０のＸ座標１００、Ｙ座標２５０に転送元の座標値を

　　指定し、ＢＡコマンドで指定した矩形長をＢＤコマンドで指定した
　　転送先に転送します。

         －３．転送先座標値指定コマンド
    ＢＤ＜Ｘ座標値＞，＜Ｙ座標値＞，＜ＶＲＡＭページ番号＞，＜モード＞［０Ｄ］

          転送先の画像データの矩形の始点を指定します。矩形の左上の位置が始点になります。
          Ｘ座標及びＹ座標ともグラフィック系の座標と同様です。
      ＜ＶＲＡＭページ＞には、転送する画像があるページを０～５を指定します。
　　 ＜モード＞には、１と２が転送、０が指定のみです。
　　　ＢＡコマンド及びＢＳコマンドを指定されていれば、同じ画像をこのコマンドを送信することにより、違う位置に
　　　表示できます。
　　　パワーオン後は不定です。
　　　例．
ＢＤ１００，２５０，０，０［０Ｄ］ →ＶＲＡＭページ０のＸ座標１００、Ｙ座標２５０に転送先の座標値を

　　指定します。
ＢＤ１００，２５０，０，１［０Ｄ］ →ＶＲＡＭページ０のＸ座標１００、Ｙ座標２５０に転送先の座標値を

　　指定し、ＢＡコマンドで指定した矩形長をＢＳコマンドで指定した
　　転送元の画像を転送します。

　　　　※モード１と２の違いについて

モード１
　ａ）転送先の矩形が転送元の矩形に重ならない場合。
　ｂ）転送先の矩形が転送元の矩形に重なっていても、転送先座標が転送元座標より小さい場合。
モード２
　ａ）転送先の矩形が転送元の矩形に重なり、転送先座標が転送元座標より大きい場合のみ使用します。
         



９．ＣＦカードについて 

－１．概要 
画面記憶用メモリーとしてＣＦカードを使用することにより、パソコン上で画面フ

ァイルの転送およびコピー等が可能です。 
この機能により、画面ファイルをＭＳ－ＤＯＳで管理するため、Ｗｉｎｄｏｗｓの

コピーコマンドを使用して画面ファイルをＣＦカードに書き込むことができます。 
記憶ページは、１６Ｍバイトの場合、最大４８ページ記憶できます。 

－２．ＣＦカードのフォーマット 
 ＣＦカードは、ＭＳ－ＤＯＳのＦＡＴ１２、１６でフォーマットされます。 
当社より購入したＣＦカードはフォーマットされて出荷致しますが、お客様で購入

された場合、フォーマットされていないＣＦカードは、Ｗｉｎｄｏｗｓのフォーマ

ットコマンドを用いてフォーマットを行った後、使用してください。（通常フォー

マットされて販売されている様です。） 
Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰの場合、ＦＡＴ１６でフォーマット

してください。 
－３．画面ファイル 
ＣＦカードに記憶する画面ファイルは、Ｂｉｎｉｍａｇｅで変換された３００Ｋバ

イトのＢＩＮファイルです。 
ファイル名を 000.bin～047.bin としてください。（半角英数字で指定） 
拡張子は、bin としてください。すべてルートディレクトリに置いてください 

－４．画面転送コマンド 
 －１．ＣＦカードページ転送コマンド 
 
  ＴＦ＜画面記憶ページ番号＞，＜ＶＲＡＭページ番号＞［０Ｄ］ 
 

ＣＦカードに記憶されている画面ファイルをＶＲＡＭページへデータを

転送します。 
＜画面記憶ページ番号＞は、ファイル名の 000.bin がページ番号０に、
001.bin がページ番号１の様にファイル名の番号がページ番号に対応し
ます。０～４７を指定します。また、指定したページ番号に対応したファ

イルがない場合このコマンドは無視されます。 
＜ＶＲＡＭページ番号＞は転送先のＶＲＡＭページ０～５を指定します。 

   
 
 
 



－２．ＶＲＡＭページバックアップコマンド 
 
  ＢＶ＜ＶＲＡＭページ番号＞，＜画面記憶ページ番号＞［０Ｄ］ 
 
  ＶＲＡＭページをＣＦカードのファイルに上書き保存します。 

＜ＶＲＡＭページ番号＞は、転送元のＶＲＡＭページ０～５を指定します。 
＜画面記憶ページ番号＞は転送先のＣＦカードのファイル番号０～４７

を指定します。ＣＦカードのファイルと画面記憶ページ番号の対応は、Ｃ

Ｆカードページ転送コマンドと同様です。 
また、指定したページ番号に対応したファイルがない場合このコマンドは

無視されます。新たにＶＲＡＭページをバックアップする場合、パソコン

でＣＦカード上に転送するファイルを作成する必要があります。このファ

イルは画面ファイルと同様です。 
 
－５．ＣＦカード動作環境 

 対応ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ９５、Ｗｉｎｄｏｗｓ９８、ＷｉｎｄｏｗｓＭｅ、 
   Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ 
対応機種：ＤＯＳ／Ｖマシン 

 カード仕様：ＣｏｍｐａｃｔＦｌａｓｈＴＭ仕様準拠 
 ファイルシステム：ＭＳ－ＤＯＳ ＦＡＴ１２、１６ 
 ＰＣカードドライバ：標準 IDE／ESDIハードディスクコントローラなど 

＊ ＣｏｍｐａｃｔＦｌａｓｈＴＭは、サンディスク社の登録商標です。 
－６．その他注意事項 
－１．上記文章の最大ページ数は、１６ＭバイトＣＦカードを基に書かれていま

す。最大ページ数はＣＦカード容量、及び構成で変化します。目安として

は、容量が１６Ｍバイトの１／２ならばページ数も１／２なり、容量が１

６Ｍバイトの倍ならばページ数も倍になります。ただし、最大２５６ペー

ジです。 
 －２．本製品は、ＭＳ－ＤＯＳのファイル管理を行っていません。 

ＶＲＡＭページバックアップコマンドを行ってもファイルの日時は変わり

ません。データのみ上書きされます。 
ファイル管理はパソコンを使用してください。 

 －３．ファイルシステムが違いますと本製品は動作いたしません。 
－４．画像データを記憶するには、コンパクトフラッシュカードリーダーライタ

ーが必要になります。別途、ご購入ください。 
 



－５．弊社ではＭＳ－ＤＯＳ及びＷｉｎｄｏｗｓの基礎知識、基本操作に関する

ご質問にはお応えできません。 
－７．ＣＦカード挿入の際は、ＣＦカードの表ラベル側を見えるようにし、コン

トロール基板のカードコネクタのガイドに沿って入れてください。むりに

入れますとコネクタピン及びＣＦカードが破損します。 
 －８．コンパクトフラッシュカードは、オプションです。 
  お客様での購入も可能です。 

＊ 動作確認ＣＦカード 
（株）バッファロー 製 
ＲＣＦ－Ｘ３２ＭＹ 
ＲＣＦ－Ｘ６４ＭＹ 
ＲＣＦ－Ｘ１２８ＭＹ 

   
その他のＣＦカードは、動作確認をしていませんので、お客様にてご確認

くださるようお願いします。 


